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豊平区ホームページ
「夢ひらく花ひらくとよひらく」
　http://www.city.sapporo.jp/toyohira/
豊平区広報番組「豊平インフォメーション」
　ＦＭアップル76.5ＭＨz
　毎週木曜日午後 3時～

毎月14 日は毎月14 日は
とよひらとよひらの日の日

豊平区の人口・世帯数
人　口 211,005 人 （＋ 173）
　男 98,438 人 （＋ 106）
　女 112,567 人 （＋ 67）
世帯数 105,708 世帯 （＋ 64）
（ 9月 1日現在。（  ）内は前月比）
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メッセージを絵に載せて伝える

本を介してつくる親子の時間を大切に
                  

詩画作家
豊平区月寒

▼退職後に学級通信をま
とめて出版した本

▲エンレイソウを描いた
詩画

とよひら元気印（第39回）

「子どもの心を守る」をテーマに講演をしている坂本さん。子
育てに悩む親たちに、本の読み聞かせの大切さを伝えながら、心
が軽くなるメッセージを送っています。「お薦めの本はとよく聞
かれますが、本の内容より読んでいる時の空気が大切だと思いま
す。私の娘は、抱っこされ、頭にかかった温かい息遣いを覚えて
いるようです。そうした親子の時間をできるだけ多く持ってほし
いですね」とやさしい言葉で話します。
　坂本さんは、創作活動にも情熱を傾けます。子ども会の活動に
携わるなど子どもとの触れ合いの中から、作品制作へのヒントを
得ています。これからも、坂本さんの笑顔そのままのように穏や
かな、そして力強いメッセージを届けてくれることでしょう。

　温かみあふれる絵と言葉でつづる作品の制作に励む、詩画作家
の坂本勤さん。中学校で教師を務め、退職後は本を執筆したり、
講演をしたりと活動は多岐にわたります。
　活動の原点は、平岸中学校で出した学級通信。「普通の学級通
信では読んでもらえない。どうすれば子どもが興味を持ち、親に
も見せたいと思うかを考えました。そのときから、絵と言葉でメ
ッセージを伝えるようになったんです」と振り返ります。
　20年以上にわたり学級通信を書き続けた坂本さん。「退職する
とき、私の思いを伝えてきた子どもたちが歌を送ってくれました。
子どもたちに背中を押され、自分も何か始めなければと思いまし
た」。その経験が、今でも坂本さんの原動力になっています。




